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と
し
は
る
通
信

ご
あ
い
さ
つ 

６
月
に
は
青
々
と
勢
い
の
よ
か
っ
た

田
ん
ぼ
は
黄
金
色
の
稲
穂
を
垂
れ
、
収

穫
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。 

今
年
は
震
災
が
多
い
年
の
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
幸
い
な
こ
と
に
山
北
町
で

は
人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

か
ら
の
台
風
シ
ー
ズ
ン
、
気
を
つ
け
た

い
と
思
い
ま
す
。
日
本
各
地
で
多
く
の

被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
お
悔
み
、
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
９
月
５
日
か
ら
15
日
ま
で
の

11
日
間
、
山
北
町
議
会
第
３
回
定
例
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
題
は
平

成
22
年
度
決
算
の
認
定
で
し
た
。 

速
報
と
し
て
い
つ
も
の
よ
う
に
お
知

ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
一
読
い
た

だ
い
て
ご
意
見
な
ど
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

一
般
質
問 

地
域
主
権
関
連
３
法
の
成
立
で 

 
 
 
 

何
が
変
わ
る
か 

質
問 

「
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見

直
し
」
に
よ
り
、
町
が
独
自
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
行
え
る
項
目
は
あ
る
か
。 

答
弁 

町
の
特
徴
あ
る
政
策
と
し
て

実
行
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
も
の
は
、

県
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
調

査
・
協
議
、
調
整
中
で
す
。 

質
問 

「
協
議
、
同
意
、
許
可
・
認

可
・
承
認
の
見
直
し
」
で
町
の
裁
量
に

よ
り
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
成
果
を

上
げ
ら
れ
る
も
の
は
あ
る
か
。 

答
弁 

町
が
取
り
組
ん
で
い
る
事
務

事
業
の
中
で
、
国
・
県
へ
の
協
議
等
が

必
要
な
く
な
っ
た
も
の
は
、
そ
の
取
り

組
み
方
針
等
を
整
理
し
て
い
ま
す
。 

質
問 

計
画
の
策
定
と
そ
の
手
続
き

の
見
直
し
で
、
国
・
県
の
認
可
な
し
で

実
施
で
き
る
も
の
は
、
条
例
を
制
定
し

て
議
会
議
決
を
経
る
考
え
は
あ
る
か
。 

答
弁 

町
の
総
合
計
画
は
策
定
義
務 

   

が
な
く
な
っ
た
が
、
山
北
町
の
最
上
位

の
計
画
と
し
て
引
き
続
き
策
定
す
る
よ

う
、
山
北
町
自
治
基
本
条
例
に
位
置
付

け
ま
す
。 

質
問 

具
体
的
に
町
の
裁
量
で
決
め

ら
れ
る
も
の
に
住
宅
政
策
が
あ
る
が
住

宅
政
策
に
変
化
は
あ
る
か
。 

答
弁 

住
宅
は
需
要
が
あ
る
の
で
引

き
続
き
充
実
し
て
い
く
。
整
備
・
収
入

基
準
は
住
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
も
の

に
し
て
い
き
た
い
。 

質
問 

山
北
駅
北
口
に
建
設
予
定
の

中
堅
所
得
者
住
宅
は
、
こ
の
基
準
が
適

用
さ
れ
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。 

答
弁 

別
の
整
備
基
準
が
あ
り
、
入

居
条
件
も
別
に
基
準
が
あ
り
ま
す
。 

質
問 

今
回
の
改
革
で
幼
保
一
元
化

あ
る
い
は
認
定
子
ど
も
園
の
設
置
に
進

む
こ
と
は
で
き
る
か
。 

答
弁 
保
育
園
の
自
由
化
が
あ
れ
ば

進
め
た
い
が
、
今
回
は
難
し
い
。 

質
問 

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、

自
治
体
の
条
例
制
定
範
囲
が
拡
大
さ
れ

る
が
、
ど
う
対
応
す
る
か
。 

答
弁 

議
員
定
数
の
法
定
上
限
の
撤

廃
、
法
定
事
務
で
も
議
決
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
議
決
事
件
の
範
囲
の
拡
大
、

行
政
機
関
等
の
共
同
設
置
が
可
能
と
な

っ
た
。
今
後
対
応
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。 地

域
主
権
改
革
で
町
は
変
る
か 

地
域
主
権
改
革
関
連
３
法
が
４
月

28
日
参
議
院
本
会
議
で
可
決
・
成
立
し

ま
し
た
。 

地
方
自
治
体
が
事
務
・
事
業
を
行
う

に
当
た
っ
て
は
、
法
律
や
法
令
で
実
施

が
義
務
付
け
ら
れ
、
あ
る
い
は
内
容
や

方
法
が
枠
づ
け
ら
れ
て
、
地
方
に
決
定

権
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
義
務
付

け
・
枠
付
け
の
見
直
し
を
行
い
、
事
務

や
事
業
を
地
方
自
治
体
の
判
断
で
行
え

る
よ
う
に
す
る
の
が
こ
の
法
律
で
す
。 

実
際
に
基
礎
自
治
体
に
権
限
委
譲
さ

れ
る
項
目
を
み
る
と
、
町
村
に
は
わ
ず

か
で
、
市
以
上
へ
の
委
譲
が
多
い
で
す
。

現
実
的
に
も
町
に
事
務
が
移
譲
さ
れ
て

も
、
専
門
知
識
を
有
す
る
職
員
の
不
足

な
ど
で
、
対
応
が
不
可
能
と
考
え
ら
れ

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
今
後
は
行
政
機

関
の
共
同
設
置
や
広
域
行
政
で
取
り
組

み
な
が
ら
地
域
の
自
主
性
を
生
か
し
て

い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

川村としはる 
   （俊治） 
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学校統廃合について町の考えが示されました。中学校は平成 26 年 4 月に山北中学校に統合し１校とします。

小学校は川村小学校、清水小学校に統合し２校とする計画です。平成２７年４月を目途に推進します。 

平
成
22
年
度
決
算 

一
般
会
計
の
状
況 

歳
入 

○
町
税
は
前
年
度
比
３
％
減
、
使
用

料
及
び
手
数
料
は
１
０
．
１
％
減
、
繰

越
金
な
ど
の
減
で
自
主
財
源
は
歳
入
総

額
の
５
１
．
１
％
と
な
り
ま
し
た
。 

○
臨
時
交
付
金
の
減
に
よ
る
国
庫
支

出
金
が
３
０
．
９
％
減
で
す
が
、
地
方

交
付
税
の
３
３
．
２
％
増
、
町
債
の
１

３
．
８
％
増
な
ど
で
、
依
存
財
源
は
歳

入
総
額
の
４
８
．
９
％
と
な
り
ま
し
た
。 

歳
出 

○
人
件
費
は
職
員
の
退
職
な
ど
に
よ

り
減
少
し
ま
し
た
。 

○
扶
助
費
は
小
児
医
療
助
成
を
中
学

校
終
了
ま
で
拡
大
し
た
こ
と
や
障
害
者

自
立
支
援
給
付
の
増
で
す
。 

○
水
上
橋
架
替
工
事
、
中
山
間
地
域

総
合
整
備
事
業
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

整
備
等
に
よ
り
投
資
的
経
費
が
大
幅
増

と
な
り
ま
し
た
。 

○
定
額
給
付
金
事
業
の
終
了
、
足
柄

西
部
清
掃
組
合
の
負
債
償
還
済
み
に
よ

る
負
担
金
が
減
少
な
ど
で
補
助
費

等
（
そ
の
他
）
が
減
少
し
ま
し
た
。 

将
来
に
わ
た
る
財
政
負
担 

地
方
債
（
借
金
）
残
高
は
40
億

５
５
６
９
万
円
、
債
務
負
担
行
為

（
将
来
に
わ
た
る
経
費
負
担
）
残

高
は
13
億
７
２
９
０
万
円
で
、
こ

れ
ら
の
合
計
か
ら
積
立
金
現
在
高

13
億
８
５
９
１
万
円
を
差
し
引
い

た
、
将
来
に
わ
た
る
財
政
負
担
額

は
40
億
４
２
６
９
万
円
と
な
り
ま

し
た
。 

主
な
財
政
分
析
指
標 

普
通
会
計
の
主
な
財
政
分
析
指

標
の
う
ち
、
財
政
構
造
上
の
弾
力

性
を
判
断
す
る
基
準
と
な
る
、
経

常
収
支
比
率
は
８
２
．
６
％
と
な

り
ま
し
た
。 

財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
は
、

実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比

率
は
基
準
値
を
下
回
っ
て
お
り
、

実
質
赤
字
比
率
・
連
結
赤
字
比
率

は
数
値
が
未
算
出
（
正
常
）
で
す
。 

議
会
の
あ
り
方
検
討
委
員
会 

地
域
主
権
関
連
の
法
整
備
が
進
ん
で
、

地
方
自
治
法
も
改
正
さ
れ
る
中
、
議
会

改
革
の
一
環
と
し
て
議
会
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
を
検
討
し
ま
す
。 

池
谷
議
長
の
要
請
に
基
づ
き
、
議
長

の
諮
問
機
関
と
し
て
「
議
会
の
あ
り
方

検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。 

検
討
課
題
は
（
１
）
議
会
の
見
え
る

化
（
２
）
議
員
の
資
質
向
上
（
３
）
議

会
活
動
・
委
員
会
活
動
、
の
大
き
く
３

点
で
す
。
も
う
少
し
詳
し
く
は
、
議
会

報
告
会
の
実
施
と
運
営
、
傍
聴
者
へ
の

資
料
の
提
供
・
傍
聴
規
則
の
見
直
し
、

議
員
間
の
議
論
の
あ
り
方
、
議
員
定
数

の
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

な
お
、
各
自
治
体
議
会
で
制
定
が
進
ん

で
い
る
議
会
基
本
条
例
は
、
今
回
は
制

定
し
ま
せ
ん
。 

委
員
は
川
村
俊
治
、
藤
原
浩
、
石
田

照
子
、
佐
藤
光
男
、
府
川
輝
夫
、
瀬
戸

恵
津
子
の
各
議
員
で
、
委
員
長
に
川
村
、

副
委
員
長
に
府
川
議
員
を
選
出
し
ま
し

た
。
会
議
に
は
議
長
も
出
席
し
、
月
に

一
～
二
回
の
委
員
会
を
開
催
、
平
成
24

年
12
月
議
会
ま
で
に
結
論
を
出
す
こ

と
に
し
ま
し
た
。 

町税

2,025

36.3%

地方交付

税

1,100

19.7%

国・県支出

金

971

17.4%

町債

423

7.6%

繰入金

393

7.0%
その他

666

11.9%

一般会計歳入（単位：百万円）

1,238

1,294

人件費

1,241
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扶助費

406

455

438

公債費

455

690

1,026

投資的経費

1,263

438

377

繰出金
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2,019

その他

1,646
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議
会
の
こ
こ
が
知
り
た
い 


